
広 報 か い づ か令和5年1月 第998号　(2)

 市では、11月の第３日曜を「かいづか家族の日」とし、今年は11月
20日(日)にコンクール表彰式を開催しました。
　「家族」をテーマに絵画・写真・エッセイ作品を募集し、３部門
応募総数407作品の中から合計31作品が入賞されました。多くのかた
にご応募いただき、ありがとうございました。
　市は、平成30年に「あったか家族都市」宣言を制定しました。今
後も家族のありかたや大切さを改めて見つめなおすことができるよ
うな「かいづか家族の日」の取組みを推進していきます。

問合せ先　社会教育課☎072－433－7125

　最優秀賞の「弟といつも一緒だった夏休み」という作品は、兄弟の表情と大木に
将来を見据えた、とても完成された作品です。
　また、優秀賞の「田植え後のいっぱい」は家族のほっとした表情を捉えており、
「おじいちゃんに教えてもらった」は、表情は見えませんが、一生懸命やっている
様子が伝わる、よくできた作品です。「歳の差兄妹」は、お兄ちゃんの妹に対する
愛情がよく伝わってきました。それぞれの写真に家族の会話が感じ取れる作品ばか
りでした。
　ご応募いただいた作品は、家族の個性が表された素敵な写真ばかりで、楽しく見
させていただきました。

写真講評
審査員　
縣尚平さん（写真館館主・市内在住）
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　最優秀賞の作品は、発達障害の４歳の子どもさんを
持つ親御さんの作品で、寝る前に１日を振り返るとい
う内容でした。私も15年くらい支援学校の教員をして
いたのですが、子どもに良かれと思って色々したはず
が、１日の終わりに振り返ったときには反省ばかりで
した。愛と葛藤に溢れた優れた作品だと思います。
　他にも、祖父への感謝に満ちた作品、家族の目のシ
ワに着目した作品、家族の歴史を感じる作品、近所の
かたのありがたみがわかる作品など、全体的には応募
数は昨年より減少しましたが、全ての作品を楽しく読
ませていただきました。
　家族も色々な在り方があると思いますので、今後も
幅広い作品のご応募を楽しみにしております。

エッセイ講評
審査員
吉村萬壱さん（芥川賞作家・市内在住）

各部門の優秀賞作品は、ホームページで紹介しています。ぜひご覧ください。
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　どの作品も一生懸命描かれており、子どもたちは「家
族が大好き、絵を描くのも楽しい！」という印象を受け
ました。
　今年の作品の中には、嬉し涙はもちろん、違う涙の絵
もありました。子どもたちが様々なことを経験し、乗り
越え、成長していく姿も絵を通して感じ取れました。
　みなさまの作品は、家族の絆、思いやり、温もり、そ
して家族の声が聞こえてきます。家族愛を感じ、心が熱
くなりました。
　多くの子どもたちの芸術活動に携わっているのです
が、子どもたちが元々持っている創造のエネルギーには
日々驚かされています。
　子どもたちの可能性、能力は計り知れないものがあり
ます。その才能を見いだし、能力を引き出せるよう、こ
れからも温かく見守ってほしいと思います。

絵画講評
審査員　
幾田邦華さん
[　(一社)元展美術協会理事・市内在住　]及川那奈さん
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絵画部門　表彰式

「わたしのたんじょう日会」

藤本結絆さん
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最優秀賞
写真部門
最優秀賞

　わたしのたんじょう日のパーティーのよう
すです。おばあちゃんやいとこも来て、みん
なでおいわいをしてくれました。

　暑い夏休み。いつも弟と一緒に遊んでいた。
弟といるととても楽しい。この木のように、２
人で一緒に大きくなりたいな。
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